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専修大学広報課

田
隼
人
氏
（
平
12

経
営
）
と
、
熊
木

洋
太
文
学
部
教
授

（
応
用
地
理
学
・

自
然
災
害
科
学
）。

　
森
田
氏
は
、
か

つ
て
は
同
社
で
も

主
力
商
品
だ
っ
た

合
成
洗
剤
と
無
添

加
せ
っ
け
ん
の
違

い
を
説
明
。「
合

成
界
面
活
性
剤
が

原
料
の
合
成
洗
剤

は
環
境
や
人
体
に

無
害
で
は
な
い
。

成
分
表
示
を
見
て

商
品
の
本
質
を
判

断
し
て
ほ
し
い
」

と
語
り
、
注
意
す

べ
き
成
分
を
紹

介
。「
環
境
に
や

さ
し
い
消
火
剤
や

ウ
イ
ル
ス
を
不
活

性
化
す
る
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
な

ど
、
今
後
も
安
心
安
全
な
商

品
を
開
発
し
て
い
く
」
と
述

べ
た
。

　
熊
木
教
授
は
、
防
災
・
減

災
に
つ
な
げ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
活
用
に
つ
い
て
講

演
。「
実
際
の
被
害
は
マ
ッ

プ
通
り
に
な
る
と
は
限
ら
な

い
」
と
し
て
、「
地
形
や
地

盤
な
ど
土
地
の
性
質
に
関
す

る
基
デ
ー
タ
を
確
認
し
、
状

況
に
応
じ
て
自
分
で
避
難
を

判
断
す
る
こ
と
が
大
事
」
と

呼
び
か
け
た
。

　
熊
本
市
の
北
西
部
に
隣
接

す
る
玉
名
市
で
は
、
今
年
４

月
14
日
に
始
ま
る
一
連
の
地

震
で
震
度
６
弱
を
２
回
観

測
。
玉
名
市
の
防
災
安
全
課

長
で
専
大
Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る
德

永
慎
二
氏
（
昭
54
文
）
が
同

市
の
被
害
状
況
や
対
応
を
報

告
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、「
災
害

発
生
の
リ
ス
ク
が
あ
る
土
地

に
住
宅
を
建
て
ら
れ
な
い
よ

う
に
、
行
政
の
立
場
か
ら
規

制
で
き
な
い
の
か
」
と
い
う

質
問
が
あ
っ
た
ほ
か
、
専
大

玉
名
高
生
が
「
よ
り
良
い
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
す
る
た
め

の
工
夫
は
」（
下
田
琴
子
さ

ん
・
３
年
）、「
大
地
震
の
経

験
を
生
か
す
た
め
に
自
分
た

ち
に
で
き
る
こ
と
は
」（
藤

　
専
修
大
学
の
研
究
力
・
教

育
力
を
地
域
社
会
に
発
信
す

る
「
社
会
知
性
フ
ォ
ー
ラ

ム
」（
主
催
・
専
修
大
学
、

専
修
大
学
玉
名
高
等
学
校

松
野
孝
則
校
長
）
が
10
月
１

日
、
熊
本
県
玉
名
市
の
玉
名

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
、
環
境
と
の
共
生
や
防
災

・
減
災
を
テ
ー
マ
に
講
演
が

行
わ
れ
た
。

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
２
０
１

０
年
か
ら
開
か
れ
７
回
目
。

熊
本
・
大
分
を
中
心
と
し
た

地
震
か
ら
の
復
興
を
応
援
し

よ
う
と
、
今
年
高
等
学
校
創

立
50
周
年
を
迎
え
る
専
大
玉

名
高
の
地
元
で
６
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
た
。

　
佐
々
木
重
人
学
長
は
市

民
、
同
高
の
生
徒
や
関
係
者

な
ど
約
６
０
０
人
の
参
加
者

を
前
に

｢

本
学
が
基
本
理

念
に
掲
げ
る
『
社
会
知
性
の

開
発
』
は
、
大
学
で
学
ん
だ

知
識
・
技
能
を
社
会
貢
献
の

た
め
に
生
か
そ
う
と
い
う
も

の
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
皆

さ
ん
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
な
れ
ば
幸
い｣

と
あ
い

さ
つ
。
髙
嵜
哲
哉
玉
名
市
長

は
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
講
師
は
、
無
添
加
せ
っ
け

ん
を
製
造
す
る
シ
ャ
ボ
ン
玉

石
け
ん
株
式
会
社
（
北
九
州

市
）
代
表
取
締
役
社
長
の
森

司
法
試
験
９
人
合
格
／
矢
野
元
学
長
し
の
び
「
学
問
と
教
育
を
語
る
会
」
…
…
❷

「
創
立
１
３
７
年
鳳
祭
」
11
月
３
日
か
ら
４
日
間
開
催
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❺

【
学
生
寄
稿
】
大
連
で
研
修
（
商
）、
台
湾
合
宿（
文
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❻

合
気
道
部
ロ
シ
ア
訪
問
／
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
講
座
10
周
年
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❼

石
巻
専
大
・
石
原
ゼ
ミ
発
「
サ
バ
だ
し
ラ
ー
メ
ン
」
人
気
の
秘
密
探
る
…
…
…
❽

石
鳳
祭
開
催
／
女
子
競
走
部
壮
行
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❾

石
巻
専
修
大
学

ー
バ
ー
ド
大
で
法
律
学
を
修

め
た
。
２
度
目
の
渡
米
で
、

後
に
専
修
大
学
を
一
緒
に
創

立
す
る
相
馬
永
胤
、
田
尻
稲

次
郎
、駒
井
重
格
と
出
会
う
。

　
１
８
８
０
（
明
治
13
）年
、

専
修
大
学
の
前
身
・
専
修
学

校
を
創
立
。「
法
律
学
士
」
と

し
て
講
義
を
担
当
す
る
一

方
、大
蔵
省
に
入
省
。
税
制
改

革
や
新
し
い
税
の
創
設
に
か

か
わ
り
、た
ば
こ
・
塩
の
専
売

制
に
尽
力
す
る
な
ど
、
近
代

国
家
日
本
の
礎
を
築
い
た
。

　
本
展
示
で
は
、
目
賀
田
の

留
学
時
代
の
写
真
や
、
専
修

学
校
創
立
時
の
「
私
立
学

校
開
業
上
申
」（
重
要
文
化

財
）、
講
義
録
、
大
蔵
官
僚

と
し
て
の
業
績
を
記
す
さ
ま

ざ
ま
な
史
料
を
展
示
。
目
賀

田
の
妻
の
父
で
あ
る
勝
海
舟

が
専
修
学
校
卒
業
生
に
贈
っ

た
書
な
ど
、
明
治
を
つ
く
っ

た
人
々
と
の
交
流
を
示
す
史

料
も
多
数
あ
る
。

　
９
月
16
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
日
髙

義
博
理
事
長
、
佐
々
木
重
人

学
長
ら
が
あ
い
さ

つ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

し
た
。
目
賀
田
家
の

現
当
主
・
匡
夫
さ
ん

は
家
族
か
ら
見
た
種

太
郎
の
横
顔
を
紹

介
。
ひ
孫
の
髙
山
み

な
子
さ
ん
は
「
専
修

大
学
の
創
立
者
は
国

際
的
視
点
で
日
本
を

リ
ー
ド
し
て
い
っ
た

人
々
。
現
在
の
専
修

大
学
の
学
生
も
大
き
な
ス
ケ

ー
ル
で
、
世
界
を
見
据
え
て

ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　
同
時
開
催
の
図
書
館
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
展
で
は
、
本
学
図

書
館
が
所
蔵
す
る
和
書
の
中

か
ら
、
日
本
文
化
の
「
雅
」

と
「
俗
」
を
テ
ー
マ
に
55
点

を
展
示
。
平
安
時
代
か
ら
読

み
継
が
れ
て
き
た
『
古
今
和

歌
集
』『
源
氏
物
語
』
な
ど

「
雅
」
の
文
芸
、
江
戸
時
代

に
娯
楽
と
し
て
人
々
に
愛

さ
れ
た
「
戯
作
」
な
ど
の

「
俗
」
の
文
芸
を
並
べ
た
。

監
修
の
板
坂
則
子
文
学
部
教

授
の
ゼ
ミ
生
が
、
展
示
作
品

を
含
め
た
図
書
館
所
蔵
の
貴

重
書
を
分
か
り
や
す
く
解
説

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
製

し
、
会
場
で
配
布
し
た
。

　
展
示
会
に
関
連
し
て
10

月
23
日
（
日
）、
11
月
５
日

（
土
）
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト

ー
ク
が
、
10
月
30
日
（
日
）

に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
、

た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
☎
03

・
３
６
２
２
・
８
８
０
１

目
賀
田
の
銅
像
を
前
に
あ
い
さ
つ
す
る

日
髙
理
事
長

９
月
16
日

目
賀
田
の
ひ
孫
・
髙
山
み

な
子
さ
ん

９
月
16
日

　
専
修
大
学
の
創
立
者
の
一

人
で
、
大
蔵
官
僚
と
し
て
も

活
躍
し
た
目
賀
田
種
太
郎

（
１
８
５
３
〜
１
９
２
６
）
の

足
跡
を
紹
介
す
る
「
目
賀
田

種
太
郎
と
近
代
日
本
　
教
育

者
・
法
律
家
・
官
僚
と
し
て
」

が
東
京
都
墨
田
区
の
た
ば
こ

と
塩
の
博
物
館
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。
11
月
６
日(

日)

ま

で
。
専
修
大
学
１
４
０
周
年

記
念
事
業
の
一
環
。

　
旗
本
の
家
に
生
ま
れ
た
目

賀
田
は
神
童
と
い
わ
れ
漢

学
、
英
語
、
数
学
を
学
ん
だ
。

１
８
７
０
（
明
治
３
）
年
、
初

の
国
費
留
学
生
の
一
人
と
し

て
ア
メ
リ
カ
に
旅
立
ち
、
ハ

教育者、法律家、官僚として目賀田の数々

の功績を示す史料が並んだ

目
賀
田
種
太
郎
の
足
跡
紹
介

東
京
・
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館

　
９
月
28
日
開
催
の
理
事
会

で
、
金
子
洋
之
（
か
ね
こ
・

ひ
ろ
し
）
文
学
部
教
授

写

真

が
副
学
長
と
し
て
選
任

さ
れ
た
。

　「
専
修
大
学
長
を
補
佐
す

る
副
学
長
に
関
す
る
取
扱
い

内
規
」
に
基
づ
き
、
佐
々
木

重
人
学
長
が
推
薦
し
た
。

　
任
期
は
９
月
28
日
か
ら
２

０
１
９
年
８
月
31
日
ま
で

（
た
だ
し
、
学
長
の
任
期
と

同
じ
）。

　
金
子
教
授
は
北
海
道
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
１

９
９
１
年
本
学
講
師
、
93
年

助
教
授
、
99
年
教
授
。
２
０

１
０
〜
14
年
文
学
部
長
。
専

門
は
論
理
学
、哲
学
。60
歳
。

副
学
長
に
金
子
洋
之
文
学
部
教
授

あいさつする佐々木学長

玉
名
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
し
、
解

説
す
る
熊
木
教
授

写
真

会
場
か
ら
の

質
問
に
答
え
る
森
田
氏

同

岡
侑
大
さ
ん
・
３
年
）
と
質

問
。「
ぜ
ひ
無
添
加
せ
っ
け

ん
を
使
い
た
い
」
と
価
格
を

尋
ね
る
生
徒
も
い
た
。
森
田

氏
が
生
徒
た
ち
に
「
読
書
は

人
を
成
長
さ
せ
る
。
本
を
読

ん
で
経
験
の
幅
を
広
げ
、
語ご

彙い

力
や
人
に
伝
え
る
力
を
磨

い
て
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
場

面
も
あ
っ
た
。

　
司
会
を
務
め
た
の
は
同
高

３
年
の
岩
本
夢
さ
ん
と
田
中

あ
か
り
さ
ん
。
講
演
の
合
間

に
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

実
力
を
誇
る
同
高
吹
奏
楽
部

が
「
威
風
堂
々｣

な
ど
２

曲
を
披
露
し
、
勇
壮
な
響
き

で
会
場
を
包
ん
だ
。

玉名で「知」の発信
環境との共生 防災・減災考える

文
・
熊
木
教
授
、卒
業
生
ら
が
講
演

社
会
知
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

創
立
者
の
一
人
・
大
蔵
官
僚

　

11
月
５
日
（
土
）
10
時
〜　

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

多
く
の
卒
業
生
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

 

※
10
面
に
イ
ベ
ン
ト
紹
介
　

「センディ」
LINEスタンプ配信中

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
１
６


